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(1)は じめ に
近年 、宗教 、 医療 ・看 護 ・介護iや臨床心 理、生命 倫理 、教育 、 さ らには企
業活 動 な ど様 々 な研究領 域 で 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語 を 目にす るよ うに
なった。研究 の世界 だ けでな く、 マ スメデ ィアや 医療 ・看 護 ・介 護 の現 場 な
ど研 究外 の領 域 で も、 この語 は頻用 され て い る。 その定 義 は使 い手 に よ り
様 々で あ るが、従来 「宗教 」 「宗教性 」 「宗教 的な るもの」 と見 なされて きた
諸現 象(と 類 似 の現 象)に 対 して、 この語 が用 い られ るケ ースが多 い[葛 西
2003:124]。 とはい え、新 しい語 が使 われ る とい うよ うにな った とい うこ
とは、従来 とは異 な る現象 が生 じて いた り、 あ るい は新 た な認識 の枠組 みが
提起 され た りしてい る とい うこ とで あ り、 また それ と同時 にその用 語 によ り
新 た な 「現実 」が形 成 されつ つ あ る とい うこ とで もあ る[上 野2001]。 「ス
ピ リチュア リテ ィ」 の語 が用 い られ る領域 は、狭義 の 「宗教 」 に限 られ ない。
つ ま り、「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語 は、「宗教 」 「宗教性 」 「宗教 的な るもの」
と関わ りを持 ちなが らも、 それ とはまた異 な る現 象 として捉 え られ てい る と
も言 え る。 ただ し、 「宗 教」 と 「ス ピ リチ ュ ア リテ ィ」 が どの よ うな関係 に
あ るのか、 とい う点 につ いて は、や は り論 者 によ りまち まちで あ り検討 が必
要 で あ る。
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そ こで本稿 で は、 まず 、宗教研 究 の領 域 において 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」
とい う用 語 が用 い られ るよ うにな った背景 につ いて簡単 にま とめ、次 に医療
の領域 において 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とい う用語 が どの よ うに理 解 されて
い るのか を検証 してい きたい。 とい うの も、医療 の領 域 は 「生」や 「死」 と
い う現 象 に直接 向 き合 う現場 で あ り、 それ はまた宗 教 とも深 く関わ りが ある
と考 え られ るか らで あ る。 そ して、 それ らの作 業 を踏 まえなが ら、 これ まで
使 われて きた 「宗教 」 とい う用 語 、お よび その用語 で捉 え られ る現 象 と 「ス
ピリチ ュア リテ ィ」 との関 わ りを検討 しなが ら、 この用語 の可能性 と課題 に
つ いて若干 の考 察 を加 えて い きたい。
なお、研究 の視座 と して医療 現場 にお ける具体 的 な現象 を前提 としなが ら、
「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の あ り方 を問 う方 向が もち ろん考 え られ る し、 また
そ う した フィール ドを踏 まえた研 究 にはや は り相応 の リア リテ ィが伴 ってい
るω。 しか しなが ら、それ と同時 に、「ス ピ リチ ュア リテ ィ」とい う用 語 によっ
て どの よ うな言 説空 間が形成 され つつ あ るのか をメ タ レベルで検証 して い く
作業 も、あ なが ち無 意味 とは言 えな いだ ろ う。言説 に よ り現実が切 り取 られ、
また構 成 され て い くと考 えれ ば、 この様 な作 業 は間接 的 な仕方 で は あ るが、
や は り 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 のあ り方 を問い直 す こ とにな るか らで あ る。
(2)宗 教研 究領域 と医療領 域 にお ける 「ス ピリチ ュア リテ ィ」
「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とい う用 語 その もの は古 くか ら存在 す るが 、堀江
宗正 に よれ ば、 それが今 日的 な含 意 を こめ て使 わ れ始 めた の は、 だ いた い
1995年 頃か らで あ る[堀 江2003]。 す なわ ち、 宗教 的で あ りなが らも、宗
教 とは言 い難 い現象 は、それ以前 「精神世 界」や 「霊性」 とい った言葉 に よっ
て示 され てい たが、 この 頃か ら 「宗 教 で はな いがspiritualで あ る」 とい う
言 い方 が多 くな され る ようにな り、 この よ うな領 域 に関心 を持つ広 い範 囲の
人 々が 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語 を用 い るよ うにな った②。
宗教研 究 の領域 において も、 これ まで狭義 の 「宗教 」 の範 疇 に含 め るこ と
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がで きるか曖昧 な諸 現象 が研 究 の対象 とされ て きたが、それ らを 「ス ピ リチ ュ
ア リテ ィ」 とい う視点 か ら研究 す る動 きは、上述 の それ と軌 を一 に して い る
と考 えて よい(3)。
以下、宗 教研究者 に よるス ピ リチ ュア リテ ィの定義 をい くつか挙 げて み よ
う。 「自分 の 中や 自分 と他 者 との間 で働 いて い る と感 じ られ る、 自分 を超 え
た何 ものか とっ なが ってい る感覚(の 質)」[樫 尾2004:273]。 「お もに個 々
人 の体験 に焦 点 をお き、 当事者が 何 らか の手 の届 か ない不 可知 、不可視 の存
在(た とえば大 自然 、宇 宙、 内な る神/自 己意識 、特別 な人 間な ど)と 神秘
的なつ なが りを得 て、非 日常的 な体験 を した り、 自己が高 め られ る とい う感
覚 を もった りす る こ と」[伊 藤2003:ii]。 「何 らかの超越 的存在 を遠 方 に ・
抽象 的 に ・曖 昧 に想 定 しつつ も、直 接 その ような存在 の臨在 ・顕 現 を認識 す
る とい うよ りは、 む しろその力 が遠 隔操作 的 に きわ めて人 間 的な領 域 に及 ぶ
とみて とる感覚 」[葛 西2002:85]。 これ らの定義 か らもわか る よ うに、 宗
教研 究者 に とって 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」は、「宗教 的な るもの」に対 す る 「感
覚」 として捉 え られ て い る。
で は、 なぜ 宗教研 究 の領 域 で 「宗 教」 で はな く 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」の
語が用 い られ るよ うになったのか。 その背景 の ひ とつ として、宗教概 念 の再
考が促 され てい る状況 を指摘 す るこ とがで き る。近 代諸学 へ の批 判や ポス ト・
コロニ アル 的状 況 の中、 これ まで 自明 とされて きた 「宗教 」 とい う用 語 の 自
明性 が疑 われ始 めたので あ る(4}。「ス ピ リチ ュア リテ ィ」とい う用 語 の普及 は、
この動 き と連動 して い る。 とりわ け、 そ こで問題 とされて い るのは、宗教 の
共 同性 の問題 で あ る と言 え る。
これ まで の宗教研 究 で は、宗 教が 思想 、行為 、集 団 とい う三要素 か ら捉 え
られ て きた。だが、近年 この図式 その ものへ の批 判が生 じて い る。 とりわ け、
「集 団」で あ る
。 いわゆ る 「教 団」で あれ、あ るい は地域 共 同体や 民族 で あれ、
これ まで 「宗教」は特 定 の思想や行為 を共 有 した集 団 として規定 され て きた。
フラ ンスの社 会学 ・人類学 で は、 デュルケ ムの定 義が 有名で あ り、 また ドイ
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ツ語 圏で は、宗教史 学 の立場 か らベ トケが 「集 団」の存在 を強調 した⑤。
だが、情報化 ・グローバ ル化 が進 む現代社 会 において、 この よ うな共 同体
主義 的 な宗教 理解 は限界 に達 して い る と言 えよ う。 国、地域 を越 えた人 の動
きが激 し くな る中で、集団 の あ り方、換 言 すれ ば人 と人 との関 わ り方 その も
の に大 きな変容 が生 じて い るので あ る。 その よ うな状況変化 の 中で 、宗教 を
「集 団 」 とい う閉 じた体 系 として捉 えて い くこ とへ の限界 が指 摘 され始 めて
い るので あ る[大 谷2004](6)。 これ は、宗教集 団に限 らず 、現代社会 にお け
る人 間関係や集 団性 その ものの変化 で もあ る。 イ ンターネ ッ ト上で の人間 関
係 を 「集 団」 と見 なす こ とが可 能 なのか、 あ るいはあ る映画 に共感 した人 々
が折 を見 て集 まる よ うな現象 を どう捉 えて い けぼいいのか、従 来 の よ うに厳
密 なメ ンバ ーシ ップを基 準 とした集 団だ けを見 て いたので は、多 くの重要 な
現 象 を見落 として しま うので はな いか、 とい うこ とであ る。
さ らに この変化 は、 ただ たん に 「集 団」か ら 「個人 」へ とい うだ けで はな
い。 よ り正確 に表 現 す るな ら、 制度 的 な 「教 団」 のメ ンバ ー として拘束 され
て しまわず に、 よ り自由な 「っ なが り」 を求 め る現代 的 な状況 へ と変化 して
い る とい うこ とにな るだ ろ う。 弓 山達也 は、鈴木 大拙 の 「霊性 とは宗教 的意
識 と言 って よい」 とい う言葉 を引用 した上で次 の よ うに述 べ る。
(大拙 は:筆 者)宗 教 教 団 の制 度化 した教 義 ・儀 礼 ・組 織 な どの土 台 に宗
教 経験 が あ り、霊性 は この宗教経験 と関 わ る とい う。今 、 こ こで霊性 をス
ピ リチ ュア リテ ィ と訳 す こ とがで きるの な らば、確 か に、現代 的 なス ピリ
チ ュア リティの特徴 の一 つ も、大拙 が指摘 した制度化 した教義 ・儀 礼 ・組
織 と区別 され るもの、つ ま り非制度 的な宗教性 にあ る。ス ピ リチ ュア リテ ィ
は、 宗教制 度か ら横 溢 し、 しか もそ の現象 は、先進 諸 国 に共通 して み られ
るグ ローバ ル な もの として我 々の前 に横 た わ って い るの だ[弓 山2006:
91]0
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この ように宗教 を 「制 度」として捉 えて い く見 方 の限界が指摘 され る中で 、
「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とい う用語 に注 目が集 ま る ようにな って きたので あ
る(7)。
次 に、 医療 の領 域 にお いて 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語 が多 く用 い られ る
ようになった背景 を ま とめてお こ う。 まず、実務 的な レベルで は、WHOの
憲章 にお け る健 康 の定 義 として ス ピ リチ ュア リテ ィ とい う用 語 を導 入 しよ う
と した こ とが あげ られ る(8)。また、2005年 に 日本 医師会 に よって作成 され
た 『知 って お くべ き新 しい診療 理念 』 に も、 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とい う
用 語 が項 目 として挙 げ られ てい る。 そ こで は、現実 の医療場 面で、 これ まで
末期 癌 やHIV感 染症 な どの患者 にお いて ス ピ リチ ュ ア リテ ィが重 視 され て
きた こ とが指摘 され てい る[中 根 ・田崎2005]。
た だ し、 なぜWHOや 日本 医 師会 に お いて この用 語 が 導 入(あ るい は そ
の検討)が な され たのか とい うこ とも含 め、 この用 語 その ものが 医療 の領域
において注 目され るよ うにな った背景 につ いて、 さ らに検 討す る こ とが必 要
で あ る。 この点 につ いて、 島薗進 は以下 の よ うに説 明 して い る。 「従来 の宗
教 とは異 な る輪郭 を もった もの として、 『ス ピ リチ ュア リテ ィ』 が注 目を浴
び、希望 や期待 を込 めた言説 が ゆ きか うよ うにな って きた。 そのわ けは、 宗
教 に対 す る違和 感、距 離感 が強 ま り、 自らの アイデ ンテ ィテ ィを問い、究極
的 関心 を明 き らめ よ うとす る新 たな様 式が育 って きた と言 うこ とか ら説 明 さ
れ る ことが多 い。 だが、他方 、科学や 合理主 義 の下 に運営 されて きた近代 的
な制度 の なかか ら、 科学や合 理主義 で はカ ヴ ァーす るこ とがで きない領 域 が
あ らわ にな り、『宗教 で も近代 科学 で もない』新 た な知 や実践 の様 態 が必要
だ と自覚 され て きた とい う事情 もあ る」[島 薗2006:19]。 こ こで指摘 され
て い る こ とは、 医療 の領 域 にお いて も妥 当す るで あ ろ う。 す なわ ち、(1)
近代 合 理 主 義 批 判 と(2)「 宗 教 」 との差 異化 、 とい う2点 で あ る。 まず
(1)か ら確 認 して い こ う。 この近代 合 理主 義 へ の批 判 的潮流 につ いて 医療
の領 域 で考 えるな ら、 これ まで の近代 医療 への批判 が それ にあた る。 これ ま
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で の近代 医療 は主 に身体 的 な疾 患 をいか に治療 す るか に重点 を置 いて きた。
だが 、心身両 面か らの全人 的 ア プロー チが求 め られ、 また それ と同時 に患者
のQOLの 向上 が医療 の課題 とされ て い く中で、 と りわ け終 末期 に あ る患者
に対 す る医療 の あ り方が見 直 され るよ うになった。 それ ゆ え、 ホス ピスや ビ
ハ ー ラ といった取 り組 みの中で、特 に 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語 は用 い ら
れ て きた。死 を 目前 に控 えた患者 が 「人生 の意味」や 「苦 しみのわ け」とい っ
た問題 に直面 すれ ば、 当然 そ こに 「来世」 「彼岸 」 とい った世 界観 的な問題、
また人間 はなぜ 生 き、そ してなぜ 死 んで い くのか、とい った人 間観 的な問題、
さ らには人 間 を越 えたカへ の関心 が浮上 す る。近代 医療 へ の批 判が高 ま る中、
た だた ん に病 気 を治療 す る とい うだ けで はな く、患者 の精神 の苦 しみ(「 ス
ピ リチ ュアルペ イ ン」)へ の対応 まで を考慮 して い くこ とが 必要 で あ る とい
う考 え方が普及 して きた。 それ ゆ え、「ス ピ リチ ュア リテ ィ」や 「ス ピ リチ ュ
アルケ ア」 の用 語 は、終末期 にお ける緩和 医療で特 に注 目され て きたので あ
る。
だが、 こ こで も う一っ重要 な こ とを考 えて おか ね ばな らない。 それ は、近
代 医療 へ の批 判 の中で、 キ リス ト教 や仏教 といった特定 の宗教伝統 へ の回帰
が 叫 ばれ るの で は な く、 む しろス ピ リチ ュ ア リテ ィ とい う用 語 で それ を捉
え よ う とい う動 きが 強 まった こ とだ。従 来 の宗教 伝統 に縛 られ る こ とな く、
よ り多 くの人 々が この よ うな状況 に対 応 して い くた め に、 「ス ピ リチ ュ ア リ
テ ィ」 とい う用 語 が有効 で あ る と考 え られて きたので ある。患者 の 中 には制
度 的 な 「宗教 」 へ の抵 抗感 を持つ者 も少 な くな い。 だ が、 これ まで 「宗 教 」
が扱 って きた領域 へ の 関心 も高 い。 その ジ レンマの 中で、 「ス ピ リチ ュ ア リ
テ ィ」 とい う用 語 が用 い られ るよ うになって きた。例 えば、比嘉 勇人 は、以
下 の よ うに述 べ てい る。
著 者 が 医 療 の 中 でspiritualityに 関 心 を持 ち始 め た の は1995年 ご ろで
あ る。 当 時spiritualityは 宗 教 性 と理 解 され て お り、spiritualcareは 宗 教
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的 ケ ア と認 識 され て い た 。 実 際 患 者 のspiritualityを 扱 う領 域 は ホ ス ピ
ス 病 棟(キ リス ト教)や ビハ ー ラ病 棟(仏 教)に ほ ぼ 限 られ て い た。 しか し、
特 定 の宗 教 に依 拠 しな いspiritualcareは な い もの か と考 え る よ うに な っ
た 。 そ こで 、 宗 教 的基 盤 の 乏 しい 日本 人 で も実 感 で き るspiritualityの0
端 を探 索 す るた め に、 日常 的 にspiritualcareを 行 っ て い る イ ン ドネ シ ア ・
ジ ャカ ル タ に あ るイ ス ラー ム系 病 院 を フ ィー ル ド と した 調 査 研 究 を は じめ
る に至 っ た[比 嘉2006=163]。
つ ま り、 「「宗教 」で はな くス ピ リチ ュア リテ ィの語 を用 い るの は、宗 教 的
な非 日常性 に言及 しつつ も宗 教か らほ どよ く距離 を とって くれ る と期待 して
い るた め」[葛 西2003:127]で あ る。 それ ゆえ、宗教研 究 の よ うに 「特 定
宗教 につ いて差 異や特徴 を正確 に論 じよ うとい う立場 よ りは、 む しろ特定 宗
教 の立場か らは距離 を とりっっ、教 育や看護 や カ ウ ンセ リン グな ど、 ヒュー
マ ンケ アに関わ る専 門職 が、細か い差 には 目をつぶ り宗教 一般 にっ いてお お
ざっ ぱに言及 す るよ うな立場 に とって有益 と思 われ」て きた ので あ る[葛 西
2003:124-5]o
(3)「 宗 教 」 とス ピ リチ ュ ア リテ ィ
こ こ まで 、 宗 教研 究 領 域 と医 療 の領 域 、 それ ぞ れ に お い て 「ス ピ リチ ュ ア
リテ ィ」 とい う用 語 が用 い られ る よ うに な った 背 景 につ い て 簡 単 に確 認 して
き た。 両 者 に共 通 して い るの は、 従 来 の 「宗 教 」 を制 度 的 な もの と捉 え、 そ
こか ら距 離 を とっ た 「宗 教 性 」 につ い て 語 るた め の用 語 と して 、「ス ピ リチ ュ
ア リテ ィ」が用 い られ て い る とい う現 状 で あ る。こ こで 、「宗 教 」と「ス ピ リチ ュ
ア リテ ィ」 の連 続 性 と断 絶 性 につ い て 論 じて い く。
まず両 者 の連 続 性 につ い て 指 摘 して お こ う。WHOqualityoflife(QOL)
評 価 尺 度 の 作 成 に 関 わ っ た 田 崎 美 弥 子 に よれ ば、1998年 にWHO保 健 部 で
開 か れ た 会 議 に は、 イ ス ラ ム 教 、 ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト教 の カ トリ ッ ク、 プ
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ロ テス タ ン ト、 イ ン ド仏 教 、 チベ ッ ト仏 教、禅 仏教 か らの 「宗教 学 者 」 と
QOL研 究家 が 招聰 された。 文化 や宗 教観 、 民族 的価値 観 の相 違 か ら会 議 そ
の もの は紛 糾 したが、 それ を踏 まえて世 界5大 陸、18力 国で の質 的 ・量 的
調査 が行 われ、 ス ピ リチ ュアル な概 念構 造 と して、 「絶対 的 な存在 との つ な
が り と力、 人生 の意 味、畏 敬 の念 、統合 性 ・一体 感 、心 の平 安 ・安 寧 ・和、
希 望 ・楽観 主 義、 信 仰 」 が挙 げ られ た[田 崎2006]。 この よ うな状 況 を踏
まえ るな ら、「ス ピ リチ ュア リテ ィ」概 念 は、従来 の既成 の宗教 を越 えた もの、
あ るい はそれ ら とは別 の もの と考 え られ てい る一 方で、 まった く新 た に生 み
出 され た もので はな く、や は り何 らか の形 で既成 の宗教 か らその思 想や価値
観 を継承 して い る と考 え るべ きで あろ う。
で は、既 成 の宗 教 の伝 統 を引 き継 ぎなが ら、 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」が そ
れ とは また異 な る とす るな らば、 そ こに どの よ うな違 いが あ るのだ ろ うか。
ここで、 ス ピ リチ ュアルケ アの実践 に関 わ って い る窪寺俊 之、大下大 圓、伊
藤高章 の三者 が 「宗教 」 と 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 との関連 と相違 を どの よ
うに捉 えて い るか、紹介 してお きたい。
まず、窪寺俊 之 は 「ス ピ リチ ュアル ケァ」 と 「宗教 的ケ ア」 が互 いに重 な
り合 いなが らも 「別個 の もの」で あ る とした上 で、 その違 い を(1)祈 り、
(2)死 後 生 、(3)罪 責 感、(4)i援 助者 とい う四点 か ら、次 の よ うに説 明
してい る。まず祈 りにつ いて、「宗教 的 ケア」には絶対 的究極 的存在者(ブ ッダ ・
神)が いて、 それ を礼拝 し祈 る とい う点が他 の ケア と決定 的 に異 な る。 そ し
て、 この祈 る対象(礼 拝 の対 象)を 常 に意識 して いて、 この祈 りの対象 との
関係 を一 層深 め、強 くす るこ とにケアの重 点が置 かれ る。仏 や神 との関係 が
回復 し、信 頼 関係 が で き る と、 そ こに は超 自然 的恩寵 が流れ て くる実 感が伴
い、 これ が救済 体験 で あ る。 だが、 「ス ピ リチ ュアルケ ア」で は祈 りの対象
は0定 して お らず、 患者個 人 が最 も重要 だ と考 え るものに注 目 し、 それ との
関係 を大切 にす る。 また、死後 の生 命 に関 して、「ス ピリチ ュアルケ ア」 で は、
肉体 的生命 は土 に帰 り、その土 の中か ら新 しい生命 が誕生 す る と説 明 す るが、
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その生命が誰 に よって与 え られ たか、 とい った問題 について は語 らない。 ど
の よ うな説 明で あれ、患者 自身 の観 念、理 解、解釈 を重視 し、援 助者 はそれ
を支 え る よ うに努 め る。 それ に対 して、 「宗 教 的ケ ア」で は一般 的 に、 その
宗教 が説 く救済 を伝 え、 患者 が生 き る力や 希望 を得 られ る ようにす る。 さ ら
に罪 責感 に悩 んで い る人 に対 し、 「宗 教 的 ケ ア」 で は特 定 の者(牧 師 ・僧 侶
な ど)が 赦 しを宣 告 す るが、 「ス ピ リチ ュアル ケア」 で はそ の よ うな こ とは
な く、 患者 は罪責感 を静か に受 け止 め なが ら深 く反省 し、 二度 と繰 り返 さな
い こ とを誓 う。最後 に、i援助 者 とい う点 で、 「宗 教 的 ケ ア」 は、宗 教 的教 理
や儀 礼 な どか ら得 られ る援助 で あ り、 その よ うな知識 と経験 を持 った人(牧
師、僧 侶、信 者 な ど)が 大 きな援 助 を与 え る ことがで き る。0方 「ス ピ リチ ュ
アル ケア」 のf助 者 はカ ウ ンセ ラー、精 神科 医、宗教 家 に限 らず 、医師、看
護 師、 セ ラ ピス ト、 ソー シ ヤル ワーカー、 ボ ラ ンテ ィアな ど様 々な人が 関わ
り、患者 が 自分 の人生 を生 きるた めの力 を獲得 し、 自分 の人 生 の意 味 をつ か
むた めの援 助が な され る。 さ らに、 自己の存在 が不安 と恐怖 におそわれ た時
の よ りどころ とな るもの を示 すのが 「ス ピ リチ ュアルケ ア」 で あ り、i援助者
は あ くまで も患者 と一緒 に探 し求 め る探 求者 と位 置づ け られ て い る。 「宗教
的ケ ア」 の援 助者 は神、仏、教義、教理 を示 す こ とがで き るが、「ス ピ リチ ュ
アル ケア」 の援助者 に はそれが で きない[窪 寺2000:56-61]。
以上、窪寺 の考 えを紹介 したが、整 理 す る と 「宗 教 的ケ ア」 と 「ス ピ リチ ュ
アル ケ ア」 で は、 その担 い手 に違 いが あ り(宗 教者 か、 それ 以外 か)、 また
特定 の宗教伝 統 の教 義や儀礼 に依 るのか 、 あ るい はそれ に依 らないのか、 と
いった違 いが あ る とい うこ とにな るだ ろ う。
しか し、窪 寺 は別 の著書 で 「ス ピ リチ ュ アル ペ イ ンへ の具体 的ケ ア」(ス
ピ リチ ュアル ケ ア)の ひ とっ と して、 「宗 教 に よるケ ア」 を挙 げて い る。 つ
ま り 「宗教 的ケ ア」 が 「ス ピ リチ ュアルケ ア」 に含 まれ る と考 え られ てい る
の だ。 「宗教 的 ケ ア」 と言 って も、 特定 の宗教 へ の入信 を意 味 す るもの で は
ない とした上 で、次 の ように述 べ られて い る。
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宗教 に触 れ る こ とも、具体 的 ケアの一 つ の方法 であ る。宗教 に触 れ る と
は必 ず しも入信 す るこ とを指 す ので はな い。 入信 しな くて も宗教 的雰 囲気
を味 わ うこ とで人 は多 くの慰 め を得 る ことが で き る。 ベ ッ ド脇 に仏典 や仏
像 の ミニチ ュア版 を置 いた り、十 字架 や ロザ リオ を もって い る人 も案 外多
い。仏教 の経典 や キ リス ト教 の聖 書、神 社仏 閣 の写真 、仏像 、聖画、 宗教
的音 楽 な どには、傷つ き失 われ た 自己 自身 を慰 め る力 を持 ってい る。危機
に直面 して迷 い、 自分 を失 った とき、宗 教 的装飾 品や宗 教 的建造 物、 宗教
絵画 、宗教 音楽 な どは、心 の琴線 に触 れ聖 な る永 続 的な いのち を感 じさせ
て くれ る。 そ こで、 自分 を大 き く包 み受 け入れ て くれ る ものに出会 うので
あ る[窪 寺2004:85]。
この よ う に、 特 定 の 宗 教 伝 統 が 「ス ピ リチ ュ ア ル ケ ア」 の 具 体 的 な 手 段 と
して指 摘 され て い るの で あ るが 、 しか し これ が 「自然 」 や 「音 楽 、 絵 画 、 童
話 、 絵 本 」 な どに よ る 「ケ ア」 と併 置 され る と き、 そ の 「宗 教 色 」 は必 然 的
に薄 ま っ て い く。 つ ま り、 「自然 」 や 「音 楽 、 絵 画 、 童 話 、 絵 本 」 とい っ た
メ デ ィ ア を介 さ な い 「宗 教 」 とい う もの は、考 え に くいか らで あ る。 宗 教 「音
楽 」 で あれ 、 宗 教 「絵 画 」 で あれ 、 そ れ はや は り 「音 楽 」 や 「絵 画 」 で あ っ
て 、 そ れ らを排 除 した純 粋 な 「宗 教 」 とい う もの は、 考 え に くい。
この よ う に、 特 定 の宗 教 伝 統 か ら切 り離 され るわ けで な く、 か とい って そ
れ に コ ミ ッ トす るの で は な い 、 とい っ た 距 離 で 、 宗 教 的 な 「ス ピ リチ ュ ア ル
ケ ア」 が考 え られ て い る の で あ る。
次 に大 下 大 圓 の考 え を紹 介 しよ う。 大 下 は 、「宗 教 心 は ス ピ リチ ュ ア リテ ィ
の 一 部 だ が 、 宗 教性 とは切 り離 して 考 え るべ きで あ る」 とい う考 え方 に一 定
の 理 解 を示 しっ っ も、 両 者 に は重 な り合 う部 分 が 多 く、 関 係 性 を完 全 に切 り
離 す こ とは難 しい と述 べ て い る。 それ は 、 非 宗 教 的 ス ピ リチ ュ アル コ ミニ ュ
ケ ー シ ョ ン の側 か ら入 っ て い っ て も、 ま た 宗 教 的 ス ピ リチ ュ ア ル コ ミニ ュ
ケ ー シ ョンの 側 か ら入 って い っ て も、 ど こか で重 な り合 う と思 わ れ るか らで
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あ り、最初 の導入部 で非宗 教か宗教 か の違 いが あ って も、 ス ピ リチ ュアル ケ
アの全体 で は宗教 的な心境 は否定 で きないか らで あ る。
宗教 的 ケ ア は、特 定 の信 仰 に基 づ いて 行 わ れ るケ アで あ るが、 無信 仰 の
人 へ宗 教 的教 理 を紹 介 す る こ とよ りも、死 ぬ こ との意 味 を探 究 で き る よ う
に、宗 教 的 な枠 組 み を見 つ け るた め の援 助 をす る こ とで あ る[大 下2005:
47-54]。 この よ うに、大 下 は宗 教 的 ケ ア とス ピ リチ ュア ルケ ア の連 続 性 を
強調 す るが、 その一 方で 「宗教 的 ケ ア」 と言 って も、や は り 「教 義」 の押 し
つ けで はない ことが 指摘 されて い る。
最後 に、伊藤 高章 は 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 を 「各 自が持 ってい る 「超越
性 」へ の応 答パ ター ン」 「(終末期 とい った危機 的な状 況 の中で のみ現れ る も
ので はな く)常 に機 能 して い る、人 間の外界 との関係性 のひ とつ」 で あ る と
し、 「超越 性 」 との関係 性 で あ るス ピ リチ ュア リテ ィは、 「絶 対他 者 」 との関
係性 と言 って よい と述 べて い る。 その意味 で、 ス ピ リチ ュア リテ ィ と宗教 は
重 な り合 う。 ただ し、宗教 とは、「分析 的 な言 語で は表 現 しきれ ない この 『超
越 性 』 を表 現 しよ う とす る、人 間 の営 み」 で あ る。 す なわ ち、 宗教 にせ よ、
ス ピリチ ュア リテ ィにせ よ、 「超越 性 」 「絶対他者 」 との関係性 が問題 とされ
て い るので あ るが、 その現 れ に違 いを見 出 す こ とが で き るので あ り、 「宗教 」
とは本 来 は分 析 的 な言語 で語 る ことが で きない 「超越性 」 との関 わ りを表現
す る言語 で あって、 それ ゆえ に異 な る 「文法 や語 彙 の体 系」 が あ る。 それが
「個別 宗教」 で あ る。 また、 その 「言 語運用 能力」 を 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」
とす る[伊 藤2004]。 す なわ ち、 現れ としての個別 諸宗 教 は多様 で あ るが、
その本 質 的 な要素 としてス ピ リチ ュア リテ ィが存在 す る と考 え られ てい るわ
けで あ る。 この よ うな説 明 をす る際 に、 エ リアー デの ヒエ ロ フ ァニ ー概念 と
の関連 な どが示 唆 されて お り、宗教 現象学研 究 とのっ なが りも感 じさせ る。
ここまで、 いずれ の論者 に も共通 してい た考 え方 は、医療 の領域 にお け る
ス ピ リチ ュア リテ ィ とは、既成 の宗教 か ら何 らか の要素 を継承 しつつ も、 そ
の教 団 のメ ンバ ー となった り、 また特定 の教 団の教 義 に拘束 された りす るこ
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とが な い 「宗 教 性 」 とで も呼 び う る もの とい う こ とで あ っ た 。 た だ し、 患者
の意 識(大 下)や 、超 越 者 との 関 わ り(伊 藤)と い う観 点 で 、「宗 教 」 と 「ス
ピ リチ ュ ア リテ ィ」 の結 びつ きが 指 摘 され て い た 。
(4)「 ス ピ リチ ュア リテ ィ」 という用 語の課題
以上見 て きた よ うに、 医療 現 場 において、 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 は、特
定 の宗 教 的立場 で はな く、 それ らを越 えた 「宗教1生」 とで も呼 び うる領 域 に
おいて、人間 が生 きる意 味や死 の受 け止 め方 につ いての考察 を深 めて い くた
めの用語 として用 い られて いた。 この よ うな問題 に取 り組 んだ宗教研 究者 も
存在 す るが(9)、とりわ け近 年 で は実践 の現 場 にお いて この よ うな作 業 が要請
され て い る。
ただ し、 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とい う用 語 はまだ多 くの課題 を抱 えてい
る よ うに思 われ る。 と りわ け、 それ を研究 のた めの用 語 として用 いて い く上
で、 さ らな る精 査が必 要 で あろ う。
まず、 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」が 、 すべ ての人 間 に備 わ った実体 と しての
何 ものかで あ るのか 、 それ とも、具体 的 な諸現 象 を分析 す るた め にメタ レベ
ルで設 定 され た概 念 で あ るのか、論者 に よって まち まちで あ る。例 えば、 キ
リス ト教 の新 約 聖書 や 仏 教 の諸 経 典、 さ らにイス ラー ムの コー ラン を 「聖
典 」 として比較 ・分 析 す る こ とは可 能 で あ るが、 この場合 、 「聖典 」 とは新
約聖 書 や経典 、 コー ラン とい った具 体 的 な個物 の総称 的な概念 で あ る。 「聖
典 」 とい う何 ものかが存 在 す るので はな く、 あ くまで存 在 す るの は個別 具体
的 なテ キス トで あ る。 「宗教 」 とい う用語 につ いて も、 この問題 をめ ぐって、
これ まで議論 が重 ね られ て きた。 た とえば、 「宗 教」 な る ものが実 体 として
存在 して い る と考 えた古典 的宗教現象 学者 の多 くは、古今東 西 に見 られ る諸
宗教現 象 を比較 ・類 型化 し、 そ こか ら宗教 の 「本質 」 を抽 出 しよ う と試 みた。
この よ うな作業 を通 じて、諸 宗教 を比較 す るた め の様 々 な概 念 が生 まれ た。
だが 、 その多 くが キ リス ト教 的 ・西 洋 的な宗 教伝統 に依 拠 して いた古典 的宗
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教学者 は、 キ リス ト教 的 な色 彩 の濃 い 「本質 」概 念 を実体 的 に捉 えた(ル ド
ル フ・オ ッ トーの ヌ ミノーゼや、 エ リアー デの ヒエ ロ フ ァニ ーな ど)た め に、
これ まで その キ リス ト教 中心主 義 的 ・西洋 中心主義 的 な研究 のあ り方が批判
され て きたので あ る。
近年行 われ て い る 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」の評価 尺度 の研 究 は、 それ を実
体 的 な もの として捉 えて い るが、 この よ うな研 究 にお いてか つ ての 「宗 教」
概 念 と同様 の陥穽 には ま る可 能性 はないか。 「宗教 」 は、文化 的 に規定 され
た現象 で あ る と考 え られて きたが、で は「ス ピ リチ ュア リテ ィ」は ど うなのか。
歴 史 的 ・文化 的 な規 定 を逃 れ た、人類 に普遍 的な現象 で あ り、 「実体 」で あ
る と考 え られ るのか。 この点 につ いて は、 さ らに考察 を加 えて い くこ とが必
要で あ ろ う(10)。
それが 「実 体」 で はな く概 念 で あ る として、 その価 値 中立性 の問題 も指
摘 されて い る。 葛西 は 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 とい う語 の用 法 として、宗教
とは距離 を とった 「精 神性 」 とい う意 味 と同時 に、 「特定 の宗教 を前提 しな
が ら一 つ の本質 主義 的 ・普遍 主義 的理 想 を提 唱 した もの」 とい う意 味 を挙 げ
て い る[葛 西2003:128]。 さ らに 「「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の用 法 に共通
してい るの は、宗教 の普遍 的本 質 な どで はな く、福 音主義者 の熱心 な祈 りや
ヒュー一マ ンケ アの専 門職が理想 として説 く<成 長 〉 のモ チー フな どの特定 の
価 値観 で はな いか」 と述べ てい る[葛 西2003:143]。 つ ま り、 この用 語 が
研 究 の た めの価値 中立的 な概念 で はな く、 む しろそれ を用 い る者 の 「理想 」
や 「特 定 の価値 観」 を示 して い るこ とが、批 判 的 に指摘 されて い るの だ。 も
ち ろん、研究 者が純 粋 に価値 中立 的で あ る こ とは不可能 で あ るにせ よ、「理想」
や 「特定 の価値 観 」 を露骨 に示す用語 は研究概 念 として相応 しくない。
さ らに、 ス ピ リチ ュア リテ ィ研究 にお ける当事者 性の問題 につ いて指摘 し
て お きた い。 例 え ば、 宗教研 究 の立 場 か ら書 か れ た 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」
の研 究書 を書 評 した鶴 岡賀雄 は、 「ス ピ リチ ュ ア リテ ィ」研 究者 に求 め られ
る「資質 」の問題 を指摘 してい る。 す なわち、鶴 岡 は「ス ピ リチ ュア リテ ィ」が、
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研 究対象 で あ る と同時 に、研 究 のあ り方、 ス タイルで もあ るよ う」 だ と指摘
した上 で、 ス ピ リチ ュア リテ ィ研 究 が 「研 究者 自身 の 当事者性 の 自覚 ない し
強調」 とつ なが っていて、 ス ピ リチ ュア リテ ィの研究 は研究者 自身 がス ピ リ
チ ュ アル にな る こ と、「ス ピ リチ ュアル」であ るこ とを要請 す るので はないか、
と述べ てい る。鶴 岡 はこ こに研 究対象 との距離 の取 り方 の問題 を看取 し、 こ
れが 「近代 宗教 学発生 の 当初 か らの大 問題 」 で あ る と述 べ、 もし研究者 にス
ピ リチ ュアル で あ るこ とが求 め られて い る とすれ ば、 それ はなぜ なのか、 と
い う問 い を投 げか けてい る[鶴 岡2005]。
この問題 で は、 「当事 者 」 とは誰 の こ となのか、 よ り正確 に考 え る こ とが
必 要で あ ろ う。 宗教 研究 の場合 、 これ まで は 「研 究者 」 と 「研 究対象 」 は ど
の よ うに関われ ば いいのか、 とい う形 で問題 が設 定 されて きた。 しか し、本
稿 で検討 した よ うな医療 の実践現 場で は、事情 が異 な るので はないか 。医療
の現 場 において、病 気 の 当事者 は患者 で あ り、また医療 者 に よる治療 の 「対象」
と見 な されて い る。 だが 、両者 は臨床 の現 場 を共 有 してお り、 治療 のあ り方
を さ らに研究 す る立場 か らすれ ば、患者 も医療者 もともに研 究 の 「対象 」 と
して位 置づ け られ る。つ ま り、 「研 究者 」 と 「研 究 対象 」 とい う二項 対立 図
式 で はな く、患者/実 践者/研 究者 とい う3つ の レペ ルで考 えてい くこ とが
必要 な ので あ る。 この場合 、実践 の場 にお いて、実践者 として の医療 者 は 「ス
ピ リチ ュアル」で あ る こ とが求 め られ るのか もしれ な い。 しか し、 実践 の場
を研 究対象化 してい くときに、 「ス ピ リチ ュアル」で あ る こ とが必要 なのか、
とい うこ とが 問 われ てい る と言 え よ う。
かつ て、 ル ドル フ ・オ ッ トー は、 『聖 な る もの』 にお いて次 の よ うに述 べ
て いた。
私 たち は今や 、強烈 な、で き る限 り一 面 的な宗教感動 の要素 を考察せ ね ば
な らな い。 この こ とので きな い人、 も し くは この よ うな要素 を まった く
持 ってい ない人 は、(本書 を:筆 者)こ れ 以上読 まれ ない よ うにお願 いす る。
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なぜ な ら、 自分 の青春 感情や 、不消化 の不快 さや、社 会感情 は考 え るこ と
がで きて も、独 自な宗 教感情 を考 え得 ない人 には、宗教研究 は困難 だか ら
で あ る[オ ッ トー1968:18]。
このオ ッ トーの指摘 は、宗教 「研 究」 と、宗 教 「体験 」 の混 同 として、 こ
れ まで も批判 され て きた。宗教 を 「理解 」す る場合 に も、様 々な理解 の あ り
方 が存在 す るが、 も し宗教 「体験 」 な き もの に宗教 「研究 」 がで きない とな
れ ば、 それ は 「研究 」 の領域 か ら 「宗教 」 の領 域 へ の逸 脱 とい うこ とにな る
だ ろ う。 もち ろん、ス ピ リチ ュア リテ ィ研 究が 、オ ッ トー の よ うに、 明確 に
研 究者 の資質 につ いて の主 張 を してい るわ けで は ないが 、先 の鶴 岡 の指摘 の
延長線 上 に、 この よ うな問題 もまた、生 じうるので あ る。
葛 西 は次 の よ うに述 べ て い る。 「あ らた めて 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語
は ど う位 置づ け られ るべ きか。 まず は この語 その ものへ の期待 ・思 い入 れ を
一 つの宗教現 象 として洗 い出 し
、研 究 のた めの概念 として それ らか ら距 離 を
とって客 観視 す る こ とが求 め られ よ う」[葛 西2003:154]。 この よ うな姿
勢で の研 究 もまた今後 必要 とな るだ ろ う。
(5)結 語
本稿 で は 「宗教 」 と 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」の関連 につ いて考 察 しなが ら、
最 終 的 には「ス ピ リチ ュアル研究 」の今 度 の課題 を指摘 して きた。「宗教」と「ス
ピ リチ ュア リテ ィ」 のつ なが りを意 識 す るな ら、 「ス ピ リチ ュ ア リテ ィ」研
究 において も これ までの 「宗教 」研 究か ら継 承 すべ きものが あ るはず で あ り、
また 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の語 を学術 的 な概念 として用 い るため には、 そ
れ を さ らに精 査 し、鍛 え上 げて い くこ とが必 要 で あ る。 もち ろん、 「ス ピ リ
チ ュア リテ ィ」 とい う用 語 の曖昧 さは、 同時 にその有用 性 に もつ なが ってお
り、 これ まで の 「宗教 」概 念 で は捉 えきれ なか った幅広 い諸 現象 を 「ス ピ リ
チ ュア リテ ィ」 の語 に包 摂 す る こ とも可能 で あ り、研 究領域 のさ らな る広 が
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りを期待 す る こ とがで き るのだが、現 状で は曖昧 で あ るがゆ えの問題 性 も多
い の で あ る。
ただ しそれ は、 ス ピ リチ ュア リテ ィ とい う語 の有効 性 に対 して異 を唱 える
もの で は な い。 む しろ、 事 態 は逆 で あ る。 ス ピ リチ ュ ア リテ ィ とい う語 を め
ぐる議論 が さ らに活発化 し、深 まって い くこ とに よって、 この語 の有用性 の
高 ま りが期待 され るので あ る。
注
(D臨 床 の現 場 を踏 まえた研 究 は少 な くないが
、 ここで は[古 澤2003].を とりあ えず挙 げ
て お く。
② それ まで の 「精神世 界」 や 「ニ ューエイ ジ」 とス ピ リチュ ア リティ との関 わ り
、相違 に
つ いて は[伊 藤2003:3-38]を 参照。
(3)ス ピリチ ュ ア リテ ィ研 究 を これ まで の宗 教研 究 の流れ に位置 づ けた論考 と して
、[大 谷
2004]を 参証。
(4)この問題 について の参考文献 はi数多 く存 在す るが
、 ここで は[島 薗 ・鶴 岡編2004]、[磯
前2003]、[池 上(他)編2003]を 挙 げて お く。
(5)[Beatkel942]
。 その経 緯 について、簡 単 にi振り返 ってお こう。ペ トケ は、 オ ッ トーの
宗 教現 象学 へ の批判 として、 「共 同体 」 の要 素 を強調 した。オ ッ トー は宗 教 の本 質 を聖
なる もの に見 出 し、 その 「聖性 」が普 遍 的で あ る と考 えたが、 それ に対 してベ トケ は諸
宗教 にお いて 「聖 な るもの」 を見 出す こ とは可能 であ るが、 その聖性 は人類 に普 遍で は
な く、 あ くまで歴史 的 ・文化 的 に規 定 されて お り、 あ る特 定の時代 、文化 にお ける 「聖
性 」 のあ り方 を分析 す る こ との必要性 か ら、 それ が共有 されて い る共 同体 の存在 を強調
した ので あ る。かつ ての宗教研 究、 と りわ け宗教現 象学 で は、宗教 現象 を人類普 遍の現
象 とし、 また同時 に世 界 の諸 宗教 が その本質 を共 有 して い る とい う主張 を したが、 その
本 質規定 が キ リス ト教 中心主 義 的 ・西洋 中心 主義 的で あ る とい う批判 を受 けて きた。 そ
れ に対 し、宗教 を歴 史的 ・文化 的 な現象 と して捉 えて い くこ とを強調 したベ トケの主張
は重要 で あった。
⑥ 宗教研 究 の領域 には様 々 なア プローチが存在 して きた が
、 その中で も宗教 を個人 の事柄
として捉 え、個 人 の心 理 にその核 心 を見 よう とす る宗教心理 学 的な アプ ロー チ と、宗教
を社会現 象 と して捉 え、 それが集 団的な営 みで あ る ことを強調す る社 会学 的 ・人類 学 的
な アプロー チが併 存 して きた。 島薗進 は、両者 が 「分 裂 した ままの状 態 にあ る とい うの
が現状」 と指摘 してい るが[島 薗2001:31]、 「集 団」か ら 「個 人」 へ、 とい う変化 が
社 会状況 的 な もので あ るだ けで な く、研 究者 の関心 ・意 向の変化 を もまた反 映 してい る
と考 えてみ る ことも必 要で あ ろ う[深 澤2006:396]の 注(9)を 参証 。
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(7)この ように制度 を離れ た 「宗教性 」へ の着 目、 お よび その称揚 は鈴 木大拙 に見 られ るよ
うに現代 的 とい うわ けで はない。例 えば、ドイ ツの宗教 現象学者 で あ るフ リー ドリッヒ・
ハ イ ラー も、 この ような宗教性 を高 く評価 して いた[宮 嶋2004]。
(8)WTOで の議 論 につ いて は、[葛 西2003]を 参照。
⑨戦後 日本 の代表 的な宗教学者 で あ り、また晩年 にお け る癌 との闘 い をま とめた闘病 記 『死
を見 っ め る心 』で も著名 な岸 本英 夫 は、研 究者 として世界 各地 の諸宗教 にお ける生死観
の比較研 究 を行 いなが ら、 自 らは闘病 の中で その よ うな生死観 を受 け入 れ るこ とが で き
ず、 そ こか ら 「死 は別れ の時」 とい う生死観 を確立 して い った[宮 嶋2006]。
㈹WHOに よって示 され た 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」に含 まれ る領域 ・項 目の リス トに対 して、
そのキ リス ト教 的 な傾 向が指摘 されて い る[葛 西2003:151]。 広井 良典 もや は り、 「ス
ピ リチ ュア リティ」 とい う用 語 の問題 のひ とつ として 、 それが キ リス ト教 な価 値観 を強
く帯 びて い るこ と、 それ ゆ えに、 日本 の土 壌 に根差 した 「ス ピ リチ ュア リテ ィ」 の再 定
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